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（大学は 6月 14 日までに判明分



































はないかと見ているのが、天安門事件の翌年、1990 年 7 月 15 日、中国の
公安省が国務院に対して行った「各地の動乱と暴乱に関する死傷者状況の
統計資料総括」に示された数字である（1）。
それによると 1989 年 4 月から 6月初めにかけて起きた中国の民主化運
動を制圧する過程で、全国各地で合わせて 931 人が死亡し、2万 2000 人
余りが負傷したという。
北京では523人が死亡。そのうち北京の学生は57人。北京市民が 45人。
北京以外（外地）からきた学生が 171 人。外地からきた労働者らが 229
人。また身元不明の人が 21 人いた。また制圧に関わった軍や警察側も 45
人が死亡した。
また負傷者の数については学生・市民側が重傷者を含めて 1万 1570 人
あまり。また軍・警察側が 6240 人あまりとなっている。
ただ、犠牲者の数は北京だけにとどまらなかった。北京の民主化運動と




都市名 学生市民死者数 学生市民負傷数 軍警察死者数 軍警察負傷数
北　京 523 11,570 45 6,240
成　都 277 2,100 9 550
武　漢 12 170 0 125
貴　陽 29 290 0 150
ハルビン 7 90 0 190
鄭　州 6 130 0 150
蘭　州 21 200 2 120
その他 56 7,450 NA NA
全　国 931 22,000 NA NA
出所：雑誌『争鳴』1996 年 6 月号
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中国の学生運動が始まったきっかけは、1989 年 4 月 15 日、元総書記で
一般の政治局員に降格されていた胡耀邦が死去したことであった。
胡耀邦は、天安門事件の 3年前、1986 年 12 月に北京や上海で起きた民
主化運動に柔軟な対応をしたことを、最高実力者の鄧小平や党内保守派か
ら厳しく批判された。
胡耀邦は自らの過ちを受け入れ、翌年 1月 16 日、中国共産党の政治局
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